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･地質調査所では地震予知の基礎として活断層や活摺曲の研

究を行ってきておりその成果として各種縮尺の活構造図を発

行してきた.信越地域の活構造図もそのシリｰズに属するも

のである｡20万分の1縮尺のものは始めてであるが特定地

域の全体を1枚の図で眺められかつ榴曲や断層と地形との関

係も読みとれ概査図としては適当ではないかと思われる.

･図示された地域の主要部は西を糸魚川･静岡線東を新発

田･小出線によって境された新第三紀から第四紀にかけての一

大沈降地域で北部フォッサマグナ地域とも呼ばれている.

この地域には羽越地方に共通の性格を示す摺曲が発達しており

石油の集積に大きく寄与しているところから油田摺曲とも云わ

れるが摺曲運動がもっとも激しく進行したのは第四紀に入っ

てからであるので活櫓的地域としても著名である.とくに

信濃川沿いでは第四紀後期の段丘面にも眼で見てわかるほど

の変形が現れている.

･活断層はこの地域の中でも長野市から長岡市にかけての信

濃川沿いに帯状をなして集中的に見られる･また糸･静線

や新発田･小出線の一部にはこれに沿う活断層が見られる.

そのほかの広い活榴的地帯には活断層ぽむしろ少次く活榴曲

と地震活動の“相補性"も考えられたことがあるがまだ結論

はでていない.

･信濃川沿いの活断層帯はかつて信濃川地震帯と呼ばれたよ

うに地震の多い所である.死者2,500人以上にのぼった善

光寺地震(1847年M7･4)をはじめM6～7クラスの被害地

震がこの地帯にそって多数発生している.また規模は小さい
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震(M5.2)はその後の測量で土地の隆起が知られ注目されて

いる･善光寺地震の約千年前(887年)にもほぼ同位置に同鋸

模(M7.4)の地震があり大地震の発生周期を示す例として興

味深い.善光寺地震に際して生じた地震断層は東落ち約2㎜

ほどで現在も県庁付近にその痕跡を留めている.1966年に

最盛期となった松代群発地震では松代町に北西方向で左ずれ

の雁行する断層群が生じた.

このほかにも地質構造と地震活動について指摘しておきた

いことは山ほどあるが割愛せざるを得ない｡最後に編者から

聞いた苦心談を1つだけ紹介Lよう一この図の主要都をたす

新潟県と長野県はいずれ劣らず地質調査に熱意のある県だが

県境を過ぎたトタンに地層名も区分の仕方もガラリと変ってし

まい調整に苦労したという.何やら川中島の因縁を思わせ

る話ではたかろうか.
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この地域は地震予知連絡会により『新潟県南西部･長野県

北部』として特定観測地域に指定されている.選定理由は同

連絡会(昭和53年8月)によればrこの地域では歴史時代にM

7級の大地震が発生している.越後平野から善光寺平までの

信濃川沿岸には活榴曲活断層が多い.最近は隣接地区に

1964年新潟地震(M7.5)が発生している｣ということであ

る.
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